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15:00 　次期大会長挨拶

15:10
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16:45 ブロック推薦演題
 学術大会長賞 授賞式

17:00
閉会式

ﾎﾟｽﾀｰ発表（89-93）
PS-3　内部障害③
座長：大浦　啓輔
（関西電力病院）

ﾎﾟｽﾀｰ発表（94-97）
PS-4　その他➁
座長：脇　有文

（高石加茂病院）
11：45-12：35

第29回大阪府理学療法学術大会 タイムテーブル

基調講演
講師：田中錦三　(大会長)
司会：林　誠二(副大会長) 9:00-9:50

ポスター掲示
　　　　教育講演Ⅰ

脳卒中　理学療法におけ
るOutcome measure
　
講師：道免 和久 先生
（兵庫医科大学医学部　リ
ハビリテーション医学教室
教授）

司会：田中錦三
　　　　（大会長）

教育講演Live中継

公開

企業展示

9:00 - 16:00

口述発表（30-34）
OS-5　運動器➁

 
座長：加藤　直樹

（大阪大学医学部附属
病院）

 
10：55-11：45

ﾎﾟｽﾀｰ発表（79-83）
PS-1　中枢神経系⑥

座長：栢瀬　大輔
（阪南市民病院）

ﾎﾟｽﾀｰ発表（84-88）
PS-2　中枢神経系⑦

座長：本庄　剛
（堺市立総合医療セン

ター）
10：55-11：45

口述発表（71-74）
OS-15　運動器⑥

座長：永渕　輝佳
（JCHO大阪病院）

 
12：35-13：15

口述発表（10-14）
OS-1　中枢神経系➀

座長：徳田 和宏
（阪和記念病院）

 
 

10：55-11：45

口述発表（15-19)
OS-2　中枢神経系➁

座長：増田　知子
（千里リハビリテーショ

ン病院）
 

10：55-11：45

口述発表（20-24）
OS-3　内部障害➀

座長：永井　智貴
（ベルランド総合病院）

 
10：55-11：45

口述発表（25-29）
OS-4　運動器➀

座長：熊崎大輔
（関西医療学園専門学

校）
 

10：55-11：45

口述発表（51-54）
OS-10　運動器④

座長：都留 貴志
（市立吹田市民病院）

 
11：45-12：25

口述発表（39-42）
OS-7   中枢神経系④

座長：尾崎　泰
（関西電力病院）

 
11：45-12：25

口述発表(43-46)
OS-8  その他➀

座長：森田 真一
（八尾はぁとふる病院）

 
11：45-12：25

口述発表（47-50）
OS-9　運動器③

座長：高木　啓至
（大阪大学医学部附属

病院）
 

11：45-12：25

口述発表（35-38）
OS-6  中枢神経系③

座長：中路　一大
（近畿大学医学部附属

病院）
 

11：45-12：25

公開

口述発表（75-78）
OS-16　運動器⑦

座長：岡原 聡
（大阪急性期・総合医

療センター）
 

12：35-13：15

14:30-15:30

ポスター撤去

ﾎﾟｽﾀｰ発表（98-101）
PS-5　運動器⑧
座長：片岡　愛美
（大阪労災病院）

ﾎﾟｽﾀｰ発表（102-105）
PS-6　中枢神経系⑧

座長：吉田　聖生
（南大阪病院）
12：35-13：15

口述発表（1-9）
ブロック推薦演題

座長：
三木屋 良輔

（森ノ宮医療大学）
松木 明好

（四條畷学園大学）

口述発表（55-58）
OS-11　内部障害➁

座長：松浦　道子
（わかくさ竜間リハビリテー

ション病院）
 

12：35-13：15

口述発表（59-62）
OS-12 中枢神経系⑤

座長：森　憲一
（大阪回生病院）

 
12：35-13：15

口述発表（63-66）
OS-13　運動器⑤

座長：　田中暢一
（ベルランド総合病院）

 
 

12：35-13：15

口述発表（67-70）
OS-14　基礎系

座長：田中 貴士
（大阪大学大学院 医

学系研究科）
 

12：35-13：15

 　　　シンポジウム
ADL向上に向けた病棟と
の連携と今後の課題
シンポジスト：
　湯田 友季子 (看護師)
　 （帝塚山リハビリテー
    ション病院）
　大垣 昌之 (理学療法士)
　　（愛仁会リハビリテー
　　　ション病院）
　石飛 育子 (看護師)
　　（緑風会病院）
　小川 真司 (理学療法士)
　　（ベルピアノ病院）
司会：林 誠二（副大会長）
　　　 三原 修（永山病院）

シンポジウムLive中継

教育講演Ⅱ

質の高い理学療法を実践
するために知っておくべき

リスク管理

講師：松本 重人先生
     (まつもとファミリークリ

ニック　院長）

司会：射場一寛
（準備委員長）

教育講演Live中継

理学８
プログラム
「理学療法Outcome measureの再考～理学療法に求められる‟質”～」　　講師：田中　錦三（大会長）　　司会：林　誠二（副大会長）

理学８
プログラム
「脳卒中　理学療法におけるOutcome measure」　　講師：道免　和久（兵庫医科大学医学部リハビリテーション医学教室　教授） 　　司会：田中　錦三（大会長）

理学８
プログラム
1.　超高齢肺炎患者に対する理学療法の実施 ‐血液生化学データを基にした介入‐　　　市立吹田市民病院　亀甲 健太朗（豊能）2.　足底知覚課題がMini-BESTestに与える影響－1症例による予備的検討－　　　河内総合病院　田中 詩都佳（中河内）3.　急性リンパ性白血病に心筋梗塞を合併した１症例　～運動負荷強度の設定について～　　　淀川キリスト教病院　土井 陽介（大阪市北）4.　橋出血により重度感覚障害を認めた右失調性片麻痺症例　　　関西医科大学附属病院　實廣 祐（北河内）5.　階段昇段時に膝蓋骨脱臼不安感が確認された脛骨粗面内方移動術術後の一症例　　　葛城病院　上野 友莉（泉州）6.　脳梗塞発症早期における離床意欲向上のために食事動作に着目した一症例　　　みどりヶ丘病院　前田 仁志（三島）7.　複合靭帯損傷術後の膝関節可動域制限に対し、腱振動刺激が有効であった一症例　　　城山病院　大澤 春花（南河内）8.　足部へのアプローチにより歩行中の疼痛が改善したTKA後の一症例　　　阪堺病院　辻 裕美子（堺市）9.　右乳癌術後に皮弁壊死を生じ恐怖感により右肩関節の可動域獲得に難渋した症例　　　南大阪病院　稲川 由里（大阪市南）

理学８
プログラム
10.　脳幹再梗塞後,移乗動作改善を目指した一症例　～早期ADLにおける麻痺側参加の試み～　　　大阪回生病院　髙橋 郁美11.　非麻痺側の過活動に対し、独歩を選択したことが歩行安定性向上に繋がった脳梗塞患者　　　南大阪病院　平川 正彦12.　左大殿筋と中殿筋筋緊張低下により右側への転倒傾向が生じ歩行の安全性低下を呈した一症例　　　永山病院　岡井 勇太13.　下り坂での歩行動作時に安定性低下を呈した被殻出血患者の一症例　　　なかつか整形外科リハビリクリニック　井上 拓弥14.　被殻出血により左片麻痺を呈した症例　～麻痺側遊脚相の非麻痺側過活動に着目して～          佐藤病院　鍋割 俊輔

理学８
プログラム
15.　低酸素脳症後にLance-Adams症候群を伴った症例の理学療法経験　　　千里リハビリテーション病院　上野 奨太16.　レミエール症候群後に脊髄炎を合併した症例に対する一考察　　　岸和田盈進会病院　桑原 裕也17.　多種神経症状患者に対する治療展開　～歩行と下衣脱衣動作の共通要素に着目して～　　　大阪回生病院　金岡 佑美香18.　筋内神経ブロック後，歩行能力改善目的に階段昇行訓練を実施した右片麻痺患者の一例　　　関西電力病院　掛谷 佳昭19.　外傷性くも膜下出血及び多発脳挫傷後に歩行障害を呈した症例～前庭機能に着目して～　　　星ヶ丘医療センター　西山 芽生

理学８
プログラム
20.　橋梗塞後，誤嚥性肺炎を発症した一症例　～誤嚥性肺炎の悪化を防ぐための取り組み～　　　星ヶ丘医療センター　多久和 良亮21.　急性増悪を呈した慢性閉塞性肺疾患の一症例　～歩行時ペーシング調整に着目して～　　　星ヶ丘医療センター　森田　悠22.　75歳以上慢性心不全患者の１年以内の再入院と6分間歩行距離の関連　　　関西電力病院　松木 良介23.　早期復職を目指した多発性骨髄腫患者の一症例　　　大阪鉄道病院　山上　拓24.　重度COPD患者に対して積極的な運動療法を実施し身体機能に改善を認めた1症例　　　岸和田盈進会病院　嘉摩尻 伸

理学８
プログラム
25.　後足部回内偏位により膝関節内側部痛が生じ、独歩獲得が難渋した一症例～動的アライメント修正に着目して～　　　南大阪病院　松野 諒平26.　距骨開放骨折患者の歩容改善を目指した一症例～妊娠期の身体変化を考察した治療展開～　　　大阪回生病院　佐伯 訓明27.　 ゴルフスイング時に左膝内側部に疼痛が生じた左脛骨骨幹部・左腓骨近位端骨折の一症例	　　　永山病院　赤坂 真司28.　しゃがみ込み動作に着目したPCL機能不全患者の一症例　　　永山病院　丸山 力哉29.　右踵骨・外果骨折により前足部への荷重が困難となった一症例　　　摂南総合病院 認知神経リハビリテーションセンター　谷口 潤之助

理学８
プログラム
30.　両側同時人工股関節全置換術後患者に対する脱臼不安感の改善を目標とした介入経験　　　市立吹田市民病院　石河 毅31.　罹患長期の関節リウマチ患者に対する全人工膝関節置換術術後治療を経験して　　　清恵会病院　西原 舞32.　心理的要素や不活動を考慮した介入により疼痛改善を図った左TKA術後の一症例　　　協和会病院　古賀 優之33.　小児麻痺後遺症を持つTKA患者の自転車駆動と歩容改善の試み　　　大阪回生病院　川口 徹34.　両側同時人工股関節全置換術後患者に対する実用的な階段昇降動作獲得までの介入と経過　　　市立吹田市民病院　松本 浩希

理学８
プログラム
79.　内頸動脈瘤コイル塞栓後脳血管攣縮を併発した急性期理学療法経験　　　阪和記念病院　山下 靖代80.　脳卒中後の足関節背屈障害に対する運動観察治療と電気刺激治療を併用した介入の試み　　　岸和田盈進会病院　渕上　健81.　脳卒中片麻痺患者の麻痺側下肢に対する末梢神経電気刺激の試み　　　岸和田盈進会病院　加古川 直己82.　頸椎ヘルニアにより足クローヌスを呈した症例に対する経皮的末梢電気刺激の効果　　　岸和田盈進会病院　穴井 龍一83.　重度の高次脳機能障害により独居困難となった一症例‐自立した生活に向けて‐        　中村病院　中川 雄介

理学８
プログラム
84.  脳卒中後片麻痺者の長下肢装具歩行時における非麻痺側前脛骨筋の筋活動の特徴　　　愛仁会リハビリテーション病院　阿河 由巳85.  脳出血患者の回復期から自宅復帰後までの歩行自立度と筋活動の経時的変化　　　彩都リハビリテーション病院　石井 一平86.  分枝粥腫病（Branch Ateromatous Disease：BAD）2症例に対する急性期理学療法　　　阪和記念病院　野口 美紗87.　運動失調により歩行獲得に難渋した一症例　～重心動揺計と表面筋電図を用いた検討～　　　星ヶ丘医療センター　中村 友太郎88.　外リンパ瘻閉鎖術後，平衡機能障害と歩行障害を呈した一症例　　　岸和田盈進会病院　河口 紗織

理学８
プログラム
35.　 回復期脳卒中患者に対する家庭用ゲーム機を用いた運動と末梢神経電気刺激の併用効果　　　岸和田盈進会病院　奥野 博史36.　 介助歩行中の脳卒中片麻痺者に歩行アシストを使用した理学療法経験　　　愛仁会リハビリテーション病院　谷口 浩之37.　 片麻痺患者の歩行における前腕支持型歩行器使用の経験　　　愛仁会リハビリテーション病院　富岡 智香38.　 Mini-BESTestから跛行の要因を検討した一症例　　　加納総合病院　高木 恒介

理学８
プログラム
39.　左立脚初期から中期に体幹左側屈、屈曲が生じ不安定性を呈した左片麻痺患者の一症例　　　喜馬病院　植木 路奈40.　橋出血により協調運動障害を呈した一例　〜歩行獲得に向けて〜　　　わかくさ竜間リハビリテーション病院　斎藤 潤一41.　側方突進により歩行不安定となった小脳梗塞後の一症例　～正中軸の再学習に着目して～　　　星ヶ丘医療センター　山内　純42.　移乗動作獲得に難渋した両側片麻痺の症例　-方向転換に着目して-　　　星ヶ丘医療センター　北川 拳士

理学８
プログラム
43.　外出を契機に活動意欲を取り戻し自宅復帰可能となった虚弱高齢者1症例の理学療法経験　　　池田病院　門内 鈴香44.　当院の退院前訪問の現状－調査を通して当院の課題－　　　清恵会三宝病院　田中 守45.　療養患者に対するSelf-Exercise指導　－エロンゲーショントレーニングの介入効果－　　　千里中央病院　椎村 あずさ46.　高齢化学療法患者に対する低負荷運動療法の効果-前期高齢者と後期高齢者の比較-　　　市立吹田市民病院　中川 泰慈

理学８
プログラム
47.　杖歩行の実用性低下が認められた右大腿骨転子部骨折術後の一症例　　　守口生野記念病院　稲谷 早華48.　大腿骨転子部骨折症例における大腿外側部の滑走性に対する評価・アプローチの検証　　　加納総合病院　河西 謙吾49.　大腿骨頸部骨折患者に対する転倒対策を考慮した理学療法の試み　　　大阪回生病院　太田 尚吾50.　 右転子部骨折術後患者の術後早期における介入方法の一考察～姿勢の対称性に着目して～　　　摂南総合病院　池田 勇太

理学８
プログラム
51.　腰部脊柱管狭窄症術後に右大腿義足の調整に介入し、片杖歩行の再獲得に至った一症例　　　介護老人保健施設　ライフケアながやま　津本 和寿52.　歩行時、右立脚時にふらつきを認めていたOPLL術後の一症例　　　永山病院　松本 凱貴53.　両下肢立脚期の安定性が向上した脊柱管狭窄症術後の一症例~左立脚期に着目して~　　　守口生野記念病院　川畑 真奈美54.　段差昇段練習にて歩行獲得に至った外傷性不全脊髄損傷患者の一症例	　　　向山病院　菅井 良祐

理学８
プログラム
89.  人工透析運動療法中のインシデント発生率について　～当院での取り組み～　　　浅香山病院　千﨑 大樹90.  冠動脈バイパス術後患者に対するリハビリテーション ～ICUでの早期介入時のリスク管理～　　　守口生野記念病院　平井 愛実91.  特発性上葉優位型肺線維症の理学療法　～重度拘束性換気障害を呈した一症例～　　　大阪回生病院　是澤 克彦92.  右乳がん術後の発熱性好中球減少症を呈した一症例　　　岸和田盈進会病院　星山 昌恵93.  廃用症候群を呈した閉塞性動脈硬化症罹患者に対する理学療法経験　　　関西電力病院　山本 浩平

理学８
プログラム
94.　大阪府理学療法士会会員の医療・介護保険制度への関心度についての報告　　　公益社団法人　大阪府理学療法士会　社会局　医療・介護保険部　久米 佳行95.　大阪府理学療法士会誌に関するアンケート―府士会誌の配信方法について―　　　公益社団法人　大阪府理学療法士会　社会局　会誌編集部　渡邉 希望96.　脳卒中患者のアウトカム実績指数に対する分析　　　岸和田盈進会病院　桂 祐一97.　言語的説得方法の違いが歩行の自己効力感と身体機能に及ぼす影響　　　岸和田盈進会病院　吉田 彩乃

理学８
プログラム
55.　当院呼吸教育入院期間の有用性の検討～リハビリテーション効果と診療報酬に着目して～　　　星ヶ丘医療センター　北村 優友56.　 2型糖尿病患者における身体能力認識誤差について　　　愛仁会高槻病院　丸本 翔馬57.　 COPMを用いた歯肉癌術後患者に対する理学療法の展開　〜歌唱の試み〜　　　大阪回生病院　北中 孝治58.　 男性２型糖尿病患者の上下肢・体幹筋量とインスリン抵抗性の関連　　　関西電力病院　平沢 良和

理学８
プログラム
59.　 腓骨筋群と内腹斜筋横線維に対して運動療法し歩行が改善した脳梗塞後左片麻痺の一症例　　　関西医療大学保健医療学部　福本 悠樹60.　後方歩行が改善され転倒予防につながった症例～重心移動と姿勢制御に着目して～　　　西大阪訪問看護ステーション　仲宗根 朝暁61.　右放線冠・大脳基底核梗塞により歩行障害を呈した一症例~歩行自立に向けて~　　　星ヶ丘医療センター　森山 友貴62.　趣味活動再開に向け早期より歩行動作と卓球動作の関連性に着目した一症例　　　みどりヶ丘病院　中来田 徹

理学８
プログラム
63.　ストレッチング時の伸張強度について　　　新大阪病院　大谷 ひかり64.　脛骨高原開放骨折術後の理学療法に超音波画像による評価が有用であった1症例　　　近畿大学医学部附属病院　杉谷 竜司65.　骨盤骨折後の下肢免荷期間中にベルト電極式骨格筋電気刺激法を使用した一例　　　千里中央病院　崎山 誠也66.　外傷性多発骨折患者に対する疼痛改善の試み　－COPM・SF-36を用いた治療展開－　　　大阪回生病院　酒井 宏介

理学８
プログラム
67.　健常者に対する舌口蓋抵抗運動は舌を筋肥大させるのか？　　　岸和田盈進会病院　北裏 真己68.　二重課題が認知機能に与える効果について～軽度・高度認知症における検討～　　　鶴見老人保健施設ラガール　平尾 彰子69.　一側下肢への側方体重移動動作の姿勢変化～三次元動作解析機を用いて検討した一症例～　　　なかつか整形外科リハビリクリニック　山本 将揮70.　 理学療法士の社会能力に対するビデオフィードバックの試み　~事例報告による検討~　　　岸和田盈進会病院　大門 恭平

理学８
プログラム
71.　転倒後、左上肢挙上が困難となり上衣更衣動作に難渋している肩関節炎の一症例　　　喜馬病院　原 悠貴72.　屋内歩行自立に難渋した上腕骨外科頸骨折後の一症例～自宅退院に向けた試み～　　　大阪回生病院　福田 亮73.　上下肢骨折患者に対する活動・参加促進の試み～歩行と趣味の共通問題に着目して～　　　大阪回生病院　本田 丈歩74. 頚椎症術後に上肢挙上時痛が残存した症例 ～超音波画像診断装置を用いた評価に着目して～　　　星ヶ丘医療センター　吉田 圭佑

理学８
プログラム
75.　末期変形性股関節症患者の歩容満足度に影響する身体的機能の因子　　　市立吹田市民病院　上村 亮介76.　人工膝関節置換術施行患者に対する術前指導の効果　　　愛仁会高槻病院　東郷 健一77.　歩行時の疼痛により活動性の低下を認めた閉塞性動脈硬化症後の廃用性症候群の一症例　　　介護老人保健施設ヴァンベール　義永 愛季78.　振り向き角度の変化に伴う静止立位から振り向き姿勢を保持する際の足圧中心の検討　　　喜馬病院　下沖 泰裕

理学８
プログラム
98.　北河内ブロック市民公開講座「中学校軟式野球部における傷害予防」5年間の活動報告　　　公益社団法人　大阪府理学療法士会　北河内ブロック　島袋 尚紀99.　 多発骨折術後に限定できない痛みを訴えた一症例に対する介入　　　－痛みの多面的評価を用いた荷重スケジュールの調整－　　　星ヶ丘医療センター　橋爪 稚乃100.　偽性麻痺を伴う腱板断裂関節症に対するリバース型人工肩関節置換術後の理学療法経験　　　清恵会病院　白川 雅仁101.　僧帽筋中部が肩関節屈曲初動時の鎖骨,肩甲骨の動きに与える影響　　　医療法人薫風会　西川クリニック　監崎 誠一

理学８
プログラム
102.　生活期における片麻痺集団歩行訓練の取り組みとその効果について　　　堺市立健康福祉プラザ生活リハビリテーションセンター　花田　信103.　徒手療法・姿勢分析を中心にフィジカルアセスメントを行い痺れ・疼痛が軽減した1症例　　　介護老人保健施設パークサイドなごみ　福田 志保104.　脳卒中発症48時間以内の早期起立の有効性と安全性　　　関西電力病院　山本 洋司105.　慢性腰痛を呈した遺伝性痙性対麻痺患者のQOL向上を目指して　　　大阪回生病院　姜　承燁

理学８
プログラム
テーマ「ADL向上に向けた病棟との連携と今後の課題」		シンポジスト：湯田　友季子（帝塚山リハビリテーション病院　看護師）			大垣　昌之（愛仁会リハビリテーション病院　理学療法士）			石飛　育子（緑風会病院　看護師）			小川　真司（ベルピアノ病院　理学療法士）		司会：林　誠二（副大会長）			三原　修（永山病院）

理学８
プログラム
「質の高い理学療法を実践するために知っておくべきリスク管理」		講師：松本　重人（まつもとファミリークリニック　院長）		司会：射場　一寛（準備委員長）




